
 

 

 

 

第１学年 道徳科学習指導案 

１ 主題名「だれもが気持ちよく過ごせる社会を目指して」 

（内容項目：C-10 遵法精神、公徳心） 

２ 教材名「ごみ箱をもっと増やして」（出典「新しい道徳１」東京書籍） 

３ 主題設定の理由 

人間は様々な集団に所属しながら生活を送っている。社会生活の中で、社会の秩序を

乱すことがあるが、これは自分本位の考え方や、公徳心の欠如によるところが大きい。

公徳心とは、社会の中で守るべき正しい道としての公徳を大切にしようとする気持ちで

ある。法やきまりについては、その遵守とともに、一人一人が当事者として関心をもつ

ことが大切であり、適正な手続きを経てこれらを変えることも含め、その在り方につい

て考えることが必要である。また、ルールによらない事柄でも、他人の権利を尊重し、

自分の権利を正しく主張することで、互いの権利の主張が調和し両立できていることに

留意したい。 

本時では、街の中のごみ箱を増やすかどうかについて考えることを通して、誰もが気

持ちよく、よりよい社会にするために大切にしたいことについて考えさせたい。また、

他者と意見を交流することで、自分の考えとの相違に気付き、多面的・多角的に物事を

考える力を育みたい。 

本学級の生徒は、幼少期から同じ仲間と過ごすことにより、人間関係が固定化する傾

向がある。こうした状況から、普段の生活にあるごみ箱の設置について、正解のない意

見交流や対話をすることによって、新たな気付きを促し、自己の考えを深化できると考

えている。 

本教材は、様々な立場の違いなどを踏まえた問いかけや対話を通して、多面的・多角

的に考えることにより、自分の考えが揺さぶられる内容である。ごみ箱という、実生活

において欠かせないものから、ルールやきまりについて深く考えることができるように

したい。 

４ 本時のねらい 

 法やきまりの意義を正しく理解した上で、教材の投書の意見や他者の考えなど、多様

な考えに触れることを通して多面的・多角的に物事を捉え、社会の秩序と規律を自ら高

めていこうとする道徳的判断力を育てる。 

５ 本授業のポイント 

 

 

 

 

 

「物事を広い視野から多面的・多角的に考える」 

を重点とした道徳科の授業づくり 

 

① 発問を工夫し、生徒の思考を揺さぶる。 
② 物事の多様な見方・考え方に触れる。 
③ 多面的・多角的に考え、自己の考えを再構築（深化）する。 



６ 本時の展開 
 学習活動 ○主な発問 ○補 補助発問 ・予想される生徒の発言 留意点や評価の観点 等 

導 

入 

１ 「公共の場にあるごみ箱はどうあるとよいかを考えなが

ら、ルールやきまりについて大切にしたいこと」について

考える。 

○ あなたが道を歩いているとき、ごみが落ちていたらど

うします。 

  ・拾って捨てる。 ・汚くなかったら拾う。 

・先生が見ていたら拾う。 ・見えないところに置く。 

・拾わない。 ・誰かが拾うから拾わない。 

○補 雨天だったらどうか。登校時だったらどうか。 

先生が見ていたらどうか。ひまわり畑だったらどうか。 

・授業のルールを確認する。 

 「人を否定しない」 

「考えは全て答え」 など 

 

・自分の意見が言いやすいよう

に座席を配置する。 

・コミュニティーボールを活用

する。 

展 

開 

２ 「ごみ箱についてどうあるべきか」について考える。 

〇 教材の投書を読み、ごみ箱の設置について、あなたは

Ａさん、Ｂさんのどちらの意見に近いですか。また、なぜ

そう思ったのですか。（Ａ：もっと設置すべき B：完全

撤去）※ペア、グループ交流 

・ごみがない方がよいから、もっとあったほうがよい。 

・みんなが意識すれば完全撤去でよい。 

〇 Ｃさんの意見についてどう思いますか。（C：持ち帰る） 

  ・C さんの意見がよい。 

  ・ごみ箱はあった方がよいけど、できるだけ持ち帰る。 

  ・ルール（きまり）ではないけど、望ましい。 

３ 「モラルに任せると、ルールはいらないのか」ということ

について考える。※グループ交流 

  ・ルールは最低限必要だ。 

・ルールも必要だけど、１人１人の意識が大切だ。 

・自分たちを守るために、ルールはあったほうがよい。 

○補 ルール（校則）は自分のためにあるのでしょうか。それと

も周りの人のためにあるのでしょうか。 

○補 あなたが先生の立場なら、ルール（校則）は必要か。 

○補 ルールだらけでは、どう感じるでしょうか。 

※教師による範読 
・投書の概要を板書する。 
・対立するＡさん、Ｂさんの意

見の概要を板書する。 
・「心の数直線」で自分の考えを

可視化する。 
（A：増やす B：無くす） 

・考えの変更を認め、自己の変
容に気付くことができるよ
うにする。 

・ワークシートの「心のつぶや
き１」への記入を促す。 

・Ｃさんの意見を紹介し、ルー
ルではなく、個人のモラルに
任せる方法を提示する。 

・ワークシートの「心のつぶや
き２」の中央部分への記入を
促す。 

・他者の意見は、ワークシート
の周りへの記入を促す。 

４ 「ルールやきまりに関わり、大切にしたいこと」について

考える。※全体交流 

 ・ルールはルールで守る必要があり、やるべきことはやる。 

 ・自分だけでは、ルールは決められない。 

 ・立場によって、考え方が違うかもしれない。 

 ・ルールについて、本当に必要かを考える必要がある。 

・ワークシートへの記入 
［評価の観点］ 

よりよい社会を築くために、
法やきまりがあることやそれ
らを守ることにより、自他の権
利を守ることにつながるとと
もに、自他を大切にする心が関
係していることなどについて、
多面的・多角的に考えている。 

終 

末 

５ 振り返りを行う。 

○ 授業を終えて、「新しく知ったこと」「これからに生かせ

そうなこと」「もやもやしていること」「自分の弱さ」「友達

の意見から気付いたこと」などについて振り返る。 

※全体交流 

○ 高校の校則において、よく「変えたい」と出てくるものに

ついて紹介する。 

・毛染めや髪形の制限 

・化粧の禁止 

・スマホの禁止 など 

・ワークシートへの記入 

・数名の生徒に発表を促す。 

 

 

 

・余韻をもって授業を終える。 

 



道徳授業ワークシート  教材名「だれもが気持ちよく過ごせる社会を目指して」 

 

  年  組  番 氏名           

 

心のつぶやき（１） 【  C  さんの意見についてどう思うか】 

 

 

 

 

 

心のつぶやき（２） 【モラルに任せるとルールはいらないのだろうか】※グループ活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習の振り返り…（             ）について考えたこと 

 

 

 

 

 

 

 

授業を終えて 

 

 

 

 

 

わたし 


